
競争や共生での深い示唆
11月上旬までに複数回にわた

って､中国､香港､韓国､シン

ガポール､台湾などのアジア地

域で､ユニクロの主要店舗を見

て回った｡また､先週は｢ジャ

パンファブリック｣の代表格

で､ユニクロに素材を提供して

いるカイハラ社(広島県)も訪

ねた｡両社のビジネスモデルは

繊維産業に限らず､中国との競

争や共生において示唆的なもの

を有しているからである｡

昨今､中国への直接投資や魂

地生産は､他のアジア諸国にシ

フトされつつある側面がある｡

だが､それでも中国は世界最大

の繊維生産国で最大の繊維輸出

国ということに変わりがない｡

中国の攻勢を受け､日本の繊維

産業は以前から｢斜陽産業｣と

言われている｡

しかし､ユニクロは元気だ｡

アジア諸国の各店舗とも活気に

あふれ､商品も評価され､人々

が列をなして買い求めていた｡

中国製やアジア製であることを

気にする人はなく､格別に安い

わけでもない｡それよりも､こ
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れらの商品は日本企業の企画力

やデザインカ､そして優れた素

材によって構成され､ ｢匠｣の

指導の下で､また､企画から生

産､物流などすべてのプロセス

が日本企業による一貫管理の中

で完成されたものであることが

知られているからである｡

そのユニクロの商品を素材面

から支えているのはカイハラで

ある｡ジーンズの素材では国内

シェアの半分以上を有するこの

メーカーは､高い技術力により

高品質かつ多様な差別化素材を

･生み出している｡

そして､同業の多くが海外移

載する中で､地元に根差すとい

う信念の下で山中に新工場を建

て､省力化､自動化の導入によ

り､相対的な低コストも達成｡

地元雇用であるため､地域社会

への貢献と同時に､生産や品質

の安定性も実現している三
一万､日本企業の優位性は中

国と対峠するものでもない｡中

国やアジア企業による相対的に
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高い生産技術､生産規模､そし

て相対的に低い生産コストなど

が､日本企業の製品や素材産業

を支えているのである｡

イノベ-シ早ン型企業の市場
けんいん

牽引とともに､優れi:マーケテ

イングカ､素材開発力､そして､

トータルマネジメン下力によ

り､日本企業は競争力を勝ち取

っている｡そして､加工製造産

業の支えも含め､サプライチェ
-シを形成している｡そめ全体

の機能により､構成員の全員が

勝者になる｡だからこそ､中国

との競争や共生において示唆す

るものは深い｡
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